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3人の医師たちによる基調対談の様子

　2026年３月14日、滋賀県庁において、滋賀県重症
心身障害児者・医療的ケア児等支援センター「こあ
ゆ」主催による「もうすぐ開所いしのうえにもまる３
年フォーラム」が開催されました。
　本フォーラムは、開所から３年弱の歩みを振り返
り、当センターが果たしてきた役割を報告するととも
に、他府県の状況も踏まえながら今後の医ケアセン
ターにおける支援の方向性を再確認する貴重な機会と
なりました。
　基調対談では、滋賀県の医療最前線でご活躍されて
いる滋賀県立総合病院こども医療センター副センター
長である柴田実医師、くまだキッズ・ファミリーク
リニック院長である熊田知浩医師、当センターのセン
ター長であり、社会福祉法人びわこ学園の理事長であ
る口分田政夫医師の３名が登壇されました。先生方か
らは、様々な視点からの判断が必要となるこの分野に
おいての医療は、医師だけでなく、看護師や生活支援

員、家族などから利用者の日頃の様子を鑑み総合的に
考えていく、まさに「関係の中にある医療」だという
こと、そして、その実践に伴う難しさと、でも、そこ
にある豊かさを改めて伺うことができました。
　後半は、これまで交流を深めてきた奈良県重症心身
障害児者センターの森口千夏氏と香川県医療的ケア児
等支援センター「ソダテル」の英早苗氏をお招きしま
した。各センターが重点的に取り組んできた活動や地
域の課題を伺う中で、支援の範囲は教育や保育、労
働、災害対策など、非常に多岐にわたることが改めて
示されました。このような広い領域において、医ケア
センターが自らの力だけで解決を目指すのではなく、
いかに他機関と連携し、協力体制を構築できるか、分
野を超えて手を結ぶための「ハブ」としての役割が、
今後の医ケアセンターにとってより重要な使命になる
ことが再確認されました。
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